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銅酸化物や鉄砒素系に代表されるように、多くのエキゾチック超伝導体は層状構造をとり、主

に正方格子、ハニカム格子、三角格子など、対称性の高い幾何学格子上で超伝導が発現する。p

ブロック元素からなる超伝導層を有する化合物は、MgB2 をはじめとして多数知られている。しか

し B, C, Si に代表される軽い p ブロック元素は s‒p 混成が強く、幾何学格子は sp2混成に基づくハ

ニカム構造にほぼ限定されてしまう。一方、Te, Bi, Sb など重い p ブロック元素では s‒p 混成が弱

く、p 軌道由来の Zigzag 構造を主にとるが、オク

テット則を満たさない超原子価状態をとることも

可能となる。この超原子価状態は構造自由度が高

く、例えば梯子状の(Sb2)2‒や Bi‒正方格子など、多

様な構造のポリアニオンが報告されている。 

我々は、この超原子価化合物の高い構造自由度

に着目し、新たな幾何学格子平面を有する超伝導

体を探索した結果、Ba2Bi(Sb1‒xBix)2 が超伝導およ

び電荷密度波(CDW)を示すことを発見した。[1] 超

原 子 価 化 合 物 Ba2Bi(Sb1‒xBix)2 は Ba 層 と

Bi(Sb1‒xBix)2 層が交互に積層した層状構造をとる。

Bi(Sb1‒xBix)2層は Bi, Sb の超原子価状態に由来して、

正方格子とハニカム格子を組み合わせた特徴的な

幾何学格子をとる。Ba2BiSb2 (x = 0) は T = 230 K

において CDW 転移を示すが、この CDW 転移温度

は Sb サイトを Bi で置換して行くにつれ抑制され、

x ≥ 0.375 において超伝導が発現する。超伝導転移

温度 Tcは Bi 置換量 x が増加するごとに上昇し、x = 

1.0 の Ba2Bi3 において Tc = 4.4 K を示した。 

[1] T. Yajima et al., J. Phys. Soc. Jpn., in press 

 

Fig.1 (a) Crystal structure of Ba2Bi(Sb1‒xBix)2. 

(b) [001] projection of Bi(Sb1‒xBix)2 plane. 
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